
　

道
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
発
生
し
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
表
以
降
、
「
新
し
い
生

活
様
式
」
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
現
在
も
、
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
が
依
然
と
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

人
々
が
集
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
制
限
が
生
じ
た

こ
と
で
、
町
内
会
活
動
に
お
い
て
も
事
業
展
開
が
難
し
い
局
面

で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
」
を
考
え

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
町
連
合
事
務
局
）

　

白
老
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
一
方
で
、

独
居
の
高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
一

番
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
『
町
内
会
』
の
存
在
意
義
が

よ
り
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
以
外
に
も
、
防

犯
灯
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
を
は
じ
め
、
環
境
美

化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
広
報
、
福
祉
、
防
犯
・
防
災
、
見
守
り
な

ど
の
社
会
生
活
に
必
要
な
諸
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
事
業
数
及
び
参

加
者
数
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
町
内
会
が
多
く
、
特
に

世
帯
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
町
内
会
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
が

顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
事
業
の
共
催
や
町
内
会

組
織
の
維
持
・
枠
組
み
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
早
期
に
ご

検
討
い
た
だ
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

各
町
内
会
の
役
員
の
皆
様
に
は
、
持
続
可
能
な
町
内
会
を
目

指
す
た
め
、
組
織
運
営
に
関
す
る
取
り
組
み
や
見
直
し
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

 

　

〈
中
段
右
側
に
続
く
〉
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持
続
可
能
な
町
内
会
運
営
を
目
指
し
て

町
内
会
で
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

〈
例
え
ば･･･

〉

　

①
規
約
等
の
見
直
し

　
　
　

部
会
や
班
の
再
編

　
　

・
会
費
の
改
正

　
　

・
役
員
の
定
年
制
度
の
導
入

　
　

・
個
人
情
報
保
護
の
取
り
組
み

　

②
近
隣
町
内
会
と
の
連
携
・
協
議

　
　

・
事
業
の
共
催
や
協
力

　
　

・
合
併
に
向
け
て
の
協
議

　

③
自
主
防
災
組
織
の
設
立


